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要       約 

2009 年 10～11 月に青森県～茨城県沖の水深 150～900m で着底トロールによる調査を

行い、面積－密度法により資源量を推定した。雄の漁獲対象資源は 3,633 千尾、1,203 ト

ンと尾数、重量ともに 2008 年の半分以下に減少した。2008 年の雌は 1997 年以降の最低

値であったが、2009 年は倍増して、6,143 千尾、795 トンとなった。漁獲対象資源量の雌

雄合計は 9,776 千尾（対 2008 年比 87%）、1,998 トン（対 2008 年比 70%）に減少した。 

1997年以降のトロール調査による現存量推定値の経年変化から 2009 年の雌雄合計の漁

獲対象資源水準は中位と判断された。過去 5 年の推定値の推移から、資源動向は横ばいと

判断されるが、2 年続けて減少していることから注意を要する。 

雌雄合計の漁獲量は、推定資源量に対して少ない傾向ではあるが、雌雄別の個体数で

比較すると雌への漁獲圧は比較的高い。現状の漁獲圧で資源量が大きく減少する可能性は

低いと考えられるが、雌の漁獲圧を若干下げることが望ましい。 

漁獲シナリオを、現状の雌雄別漁獲量（2007～2009 年雌雄別漁獲量の平均：雄 117 ト

ン、雌 93 トン、計 210 トン）の維持、雌の漁獲を 20%下げつつ現状の漁獲量（2007～2009

年漁獲量の平均 210 トン）を維持、雌の F を 20%下げつつ現状の漁獲圧（2007～2009 年

の F の平均：0.11）を維持、現状の雌雄別漁獲圧（2007～2009 年の雌雄別 F の平均： 雄

0.06、雌 0.20）の維持、親魚量（漁期後の雌漁獲対象資源量、以下 SSB）の現状維持（過

去の平均値 470 トン、F：雄 0.10、雌 0.26）として 2011 年 ABC を求めた。ここで F は

完全加入年齢（漁獲対象資源）における値。なお将来予測漁獲量については、再生産関係

が不明であるため、1998～2009 年の加入量からリサンプリングした値を加入量として与

えて 1,000 回のシミュレーションを行って求めた。 
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漁獲シナリオ 

F 値 
（雄,雌） 

（Fcurrent と
の比較） 

漁獲 
割合 

% 

将来漁獲量
（トン） 評価 2011 年 

ABC 
（雄,雌）

トン 
5 年後 

（雄,雌）

5 年
平均 

（雄,雌）

現状親魚
量を維持
(5 年後)

Blimit 
を維持 

（5年後） 

雌を 2 割削減しつ
つ現状の漁獲量の
維持（Ccurrent） 

0.07 
（0.06, 0.08） 
（0.6Fcurrent） 

6.4
(5.9, 
7.7）

210 
（135,74）

210 
（135,74） 92.2% 99.6% 210 

（135,74）

現状の雌雄別漁獲
量の維持 
（Ccurrent） 

0.07 
（0.06, 0.11） 
（0.6Fcurrent） 

6.4
（5.1, 
9.6）

210 
（117,93）

210 
（117,93） 86.5% 98.8% 210 

（117,93）

雌 F を 2 割削減し
つつ現状の漁獲圧
の維持 
（Fcurrent） 

0.11 
（0.09, 0.16） 
（1.0Fcurrent） 

9.9 
（8.3, 
13.8）

254-510
(172-329, 
82-181）

374 
（245,129） 79.9% 99.3% 325 

（192,134）

現状の雌雄別漁獲
圧の維持 
（Fcurrent） 

0.11 
（0.08, 0.20） 
（1.0Fcurrent） 

9.9
（7.0, 
17.0）

242-506
(150-287, 
92-219）

365 
（214,151） 70.1% 97.7% 325 

（161,164）

現状の親魚量の維
持（Fsus） 

0.15 
（0.10, 0.26） 
（1.3Fcurrent） 

13.0
（9.3, 
22.0）

290-614
(186-356, 
104-258）

440 
（265,175） 46.5% 91.7% 424 

（212,212）

コメント 
・本系群の ABC 算定には規則 1-3）-（2）を用いた。 
・当該資源への漁獲は、資源量に対して少ない傾向にある。 
・2008 年に Blimit を下回った SSB は 2009 年には Blimit、過去の SSB の平均を上回った。

・年齢および再生産関係が不明なため 2011 年以降の将来予測時の加入量は、トロール調査で

得た 1998～2009 年の加入量をランダムに発生させた値を用いた。 
・シミュレーションの際、2010 年の漁獲量には 2009 年 F で求めた漁獲量を当てはめた。 
・将来漁獲量は 1,000 回のシミュレーション後の 2015 年の漁獲量を 80%区間で表示、5 年平均

には 2011～2015 年の平均値を示した。 
・評価は、維持する親魚量を漁期後の雌漁獲対象資源量（SSB）の 1997～2009 年の平均値

470 トン、Blimit を SSB の最低値 280 トンとし、1,000 回シミュレーション後、2015 年漁期後の

親魚量がそれぞれの数値を下回らない割合を示す。 
・中期的管理方針では、「資源の維持若しくは増大を基本方向として、安定的な漁獲量を継続で

きるよう、管理を行うものとする」とされており、上記の漁獲シナリオはこれに合致する。 
・「雌を 2 割削減しつつ現状の漁獲量の維持」の雌漁獲量は 2007～2009 年の平均値に 0.8 を

乗じた値、雄は 2007～2009 年の雌雄合計の平均値から雌の漁獲量を差し引いた値、F 値は

2011 年の値。 
・「現状の雌雄別漁獲量の維持」の漁獲量は 2007～2009 年の雌雄別の平均値、F は 2011 年の

値である。また、2011 年以降の雄と雌の漁獲量の比率は 2009 年と等しいと仮定した。 
・「雌 F を 2 割削減しつつ現状の漁獲圧の維持」の Fcurrent は 2007～2009 年の雌雄合わせ

た漁獲対象資源量と漁獲量から求めた値の平均、雌の F は 2007～2009 年の平均値に 0.8 を

乗じた値、雄の F は雌雄合わせた F の平均が Fcurrent とほぼ等しくなるような値を探索的に求

めたもの。 
・「現状の親魚量の維持」の Fsus は加入量を過去平均値として、10 年程度で SSB が 470 トンで

ほぼ安定する雌の F を探索的に求めた。2011 年の雄の漁獲量は雌の漁獲量と等しいと仮定し、

2012 年以降の雄の F を 2011 年と等しいとしてシミュレーションを行った。 
・漁獲割合は 2011 年漁期当初の漁獲対象資源量に対する漁獲量（ABC）の割合。 
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年 資源量（トン） 漁獲量（トン） F値 漁獲割合 

2008 雄 2,460 
雌  380 
計 2,840 

雄 134
雌 111 
計 245 

雄 0.06
雌 0.37 

雄雌 0.09 

5.0% 
29.3% 

9.1% 
2009 雄 1,200 

雌  800 
計 2,000 

雄 143
雌  77 
計 219

雄 0.13
雌 0.11 

雄雌 0.12

12.0% 
10.0% 
11.0% 

2010 雄 1,670 
雌  920 
計 2,590 

 

各年の資源量は漁獲対象資源量を示す。また 2008 年、2009 年の資源量は各年 10 月のト
ロール調査結果から得られた値、2010 年資源量は 2009 年資源量からの予測値。 
漁獲量は漁期年（12 月～翌年 3 月）で集計。 
 

 

 

水準：中位  動向：横ばい 

 

 

本件資源評価に使用したデータセットは以下のとおり 

データセット 基礎情報、関係調査等 

2009 年資源量 2009 年トロール調査（水研セ） 

2010、2011 年加入量 2009 年トロール調査（水研セ） 
自然死亡係数 
（年当たり） 

最終脱皮後 1 年以上経過した個体 M=0.2
未最終脱皮および最終脱皮後 1 年未満 M=0.35 を仮定  

漁獲量 県別漁法別水揚量（青森～茨城県） 
漁獲努力量、CPUE 
資源密度指数 

沖合底びき網漁獲成績報告書（水研セ）、標本船データ（福
島県） 

 

 

 

 

 

 

 指  標 値 設 定 理 由 
Bban 未設定  
Blimit 漁期後の雌漁

獲対象資源量 
2000 年水準（1997～2007
年の最低値 280 トン） 

このレベルであれば、過去
の漁期後の雌漁獲対象資源
量の変動幅に収まる。これ
より減少する傾向が 2 年以
上連続する場合、何らかの
措置を講じる。 

2009 年 
 

親魚量（漁期
後の雌漁獲対
象資源量） 

 2000年水準以上（536トン）
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漁期年 ♂ ♀
1995 0.44 0.56
1996 0.52 0.48
1997 0.52 0.48
1998 0.42 0.58
1999 0.39 0.61
2000 0.41 0.59
2001 0.51 0.49
2002 0.54 0.46
2003 0.42 0.58
2004 0.33 0.67
2005 0.44 0.56
2006 0.52 0.48
2007 0.46 0.54
2008 0.55 0.45
2009 0.65 0.35

表 2.福島県相馬港に水揚さ
れたズワイガニの雌雄比 

表 1）。しかし、2004 年の漁獲量は太平洋北部海域全体で 132 トンと 2003 年に比べて半

減した。これは茨城県漁船がズワイガニ狙いの操業を控えたこと、主力の福島県漁船も漁

場の形成状況や他魚種の漁況からズワイガニ狙いの操業を積極的には行わなかったことに

よると推測される。2005 年も 122 トンと減少したが、2006 年漁期は 150 トン、2007 年

漁期は 165 トンと若干増加した。2000 年以降では 2003 年を除くと、100～160 トン程度

で推移していたが、2008 年の福島県の漁獲は 213 トンと 1992 年以降では 3 番目に高い

値となった。全県合わせた漁獲量も 245 トンと増加して、1992 年以降では 5 番目に高い

値となり、2005 年以降漁獲量は増加傾向にある。2009 年は 2008 年より若干減少し福島

県が 187 トン、全体で 219 トンであった。 

当海域でのズワイガニの漁獲は、単価があまり高くないため、価格動向や他魚種の漁

獲状況などにより影響を受け、狙い操業と混獲による漁

獲の比率が変化するとの情報があり、漁獲量の変動が直

接に資源の変動を示すものではないと考えられる。 

 この海域での漁獲の大半が水揚される福島県相馬港に

おける水揚量の雌雄比について表 2 に示した。これによ

ると、雄雌の比は、年により異なるが概ね 0.4：0.6～0.6：

0.4 で、平均的には雌雄ほぼ同じ程度の漁獲重量となっ

ている（表 2）。重量ベースでの漁獲量はほぼ同量である

が、雌の漁獲対象サイズの平均体重は雄の 20～50%程度

であることから、個体数ベースでは、雌は雄の 2～5 倍

の多く漁獲されていると見積もられる。 

 

（3）漁獲努力量 

本系群を漁獲する主な漁法は前述のように沖底であ

り、そのほとんどが福島県漁船によるものである。 

ここでは、沖底の漁獲成績報告書（以下、漁績とする）

を用いて福島県漁船のズワイガニ有漁全漁区およびズワイガニ主漁場（毎年操業実績のあ

る漁区）におけるズワイガニ有漁網数を図 7 に示した。漁績のデータベース化は年単位で

行われており、現時点で 2009 年 12 月までが処理済みである。2009 年漁期については 12

月のみのデータしかないため、ここでは示していない。なお、漁績は 1 日単位で記載され

るため、1 日のうち 1 回でもズワイガニを漁獲した場合は、残りの操業でズワイガニが漁

獲されなくても、その日の曳網回数が努力量として集計される。したがって、漁績データ

から推計されるズワイガニの努力量は、実際より多くなっていると考えられる。そこで、

ズワイガニの有漁曳網回数として 1 日あたり 1 回とした場合を努力量の下限、漁積に記録

された曳網回数を上限として図 7 に示した。 

ズワイガニが漁獲された全漁区における漁期中の有漁網数の合計は、2002 年まで上限値

で 1,800～2,500回前後でほぼ横ばい状態で推移したが、2003年には 3,700回に増加した。

しかし 2005 年には 1,600 回と半減し、2006 年以降は増加している（2004 年以降の数値

は未提出の漁績があるため県別月別の提出率で引き延ばした暫定値）。 

ズワイガニ主漁場における網数も、2000 年までは上限 800 回前後で比較的安定してい
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本調査は1996年から行っているが2002年以降、資源量推定精度向上のために調査点数

の増加や配置の変更を行っている。 

1997～2003 年のデータについては、それまでの南北方向の 2 区分から 4 区分にして合

計 32 層で資源量を計算した。2004 年以降は、南北方向の 4 区分に加えズワイガニの主分

布水深帯である 200～500m を水深幅 50m に区分して合計 48 層で計算を行っている。な

お、水深区分の変更に伴い各層の面積は、2003 年以前も含め新たに計算した値を用いた。

以後特に断りがない場合、トロール調査結果を用いて推定された数値は、新しい層区分と

面積に基づいたものである。 

トロール網のズワイガニ採集効率（網を曳いた場所にいたズワイガニの何割が網に入る

のかを示す係数）は、曳航式深海ビデオカメラの観察によって確認された生息密度と、ト

ロール網の採集密度との比率から 0.3 とした（渡部・北川 2004）。 

これらの結果から、雌雄別に甲幅別資源量を計算し、2009 年の漁獲対象資源量、2010

年および 2011 年の加入量を推定して、2011 年までの資源動向を予測した（補足資料 2）。 

動向予測の際、漁獲の大半を占める福島県の雌雄別水揚量から求めた雌雄比で全体の

漁獲量を配分し、雌雄別に資源量と漁獲量から F を求め計算をした。 

 

（2）資源量指標値の推移 

沖底のうち本種を漁獲する主要漁業であるオッタートロールの漁期（12～3 月）中の漁

績データから求めたズワイガニ主漁場における CPUE（kg／網）の経年変化を図 8 に、資

源量指数（P）の経年変化を図 9 に示した。 

資源量指数は漁期における漁区毎の CPUE に漁区の面積を乗じた物を合算した数値で

以下の式により示される。ここでは各漁区の面積（Ai）はほぼ等しいので Ai=1 として計

算を行った。 

聞き取り情報などから当海域におけるズワイガニの漁獲は、着業者の漁獲努力の全て

がズワイガニに向けられた結果によるものではなく、ズワイガニの漁場形成状況と価格や

需要の動向、他魚種の漁況によりズワイガニを対象とした操業と他魚種を対象とした操業

を切り替えて行っていると考えられる。特に近年は魚価の低迷から、全漁期間を通じてズ

ワイガニ専業で出漁する漁船は少ないとの情報もある。また、ズワイガニは分布域に均等

に分布するのではなく、ある程度濃密に集群しているといわれ、漁業者からの情報では、

日没後によく漁獲されることなどから、集群場所でズワイガニを狙って夜間の操業を行う

ことが多いという。このため、一日の操業においてもズワイガニ狙いによる操業と他の魚

種を対象にした操業が混在する。CPUE 等の検討においては両者を区別する必要がある

と考えられる。しかし、操業漁区や努力量の情報が得られる唯一の統計資料である漁績の

Xi

Ci
AP

i
i

Ci ： 漁区 i の漁獲量

Xi ： 漁区 i の操業網数

Ai ： 漁区 i の面積
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記載では、前述のように操業状況や漁獲が 1 日毎にまとめられており、狙い操業と混獲の

区別は困難である。そこで混獲による影響をできる限り小さくする目的で、ズワイガニの

漁期中の福島県漁船による操業のうち、毎年操業実績のある漁区について集計を行った。 

沖底漁績に基づく CPUE は 1996～1998 年漁期には 56～66kg／網あったが、1999 年漁

期は 43kg／網に減少した。その後は 30～45kg／網前後で、2002 年以降は 30～40kg／網

とほぼ横ばいで推移している（図 8）。 

主漁場における資源量指数は

1997 年に 660 と最も高い値を示し

た後は 400前後で安定していたが、

2004 年、2005 年漁期はやや減少し

ている（図 8）。2006 年は 390 に一

旦増加したが、2007 年、2008 年は

250 に減少した。2002 年以降では、

増減を伴いつつ減少傾向である。し

かし、最近はズワイガニ狙いの操業

が少なくなっているといわれることから、沖底漁績から求めた CPUE は実際のズワイガ

図 10.福島県沖底標本船の曳網 1 時間当たり
の平均漁獲量（kg） 
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図 9.福島県沖底漁船のズワイガニ主漁場における資源量指数 
 ※年は漁期年。 
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図 8.福島県沖底漁船のズワイガニ主漁場におけるオッタートロ
ールによるズワイガニの CPUE（kg／網）の経年変化  
※年は漁期年。 
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ニ資源の状況を十分に反映していな

い可能性がある。そこで、福島県の

標本船のうちズワイガニを漁獲して

いる沖底船のデータを用いて、操業

毎のズワイガニの漁獲量と曳網時間

から曳網 1 時間当たりの漁獲量を求

めた。すでに述べたようにこの海域

でズワイガニを漁獲する際には、あ

る程度狙った操業が行われることか

ら、ズワイガニを漁獲した操業につ

いて集計を行った。それでもなお若

干の混穫データも含んでいると考え

られるが、漁績のように 1 日分の漁

獲量と網数から求めた CPUE より

もより実態に近い値が得られている

と考えられる。これによれば、

2001 年は 1 時間あたり 40kg、2003

年には 70kg、2004 年は 80kg と

2001 年の 2 倍に達したが、2005 年

漁期は 45kgと減少した。2006年は

95kg、2007 年は 137kg と増加し

た。2001 年以降の傾向では、曳

網 1 時間当たりの漁獲量は増加し

ている（図 10）。 

 

（3）漁獲物の体長組成 

年齢が推定できないため漁獲物

の年齢組成は明らかではない。ここ

では調査船調査で得られた甲幅別資

源尾数の経年変化を雌雄別に示した

（図 11、12）。 

雄の甲幅の範囲は 10～130mm で

年による大きな差は見られない。

しかし、1998 年、2001 年および

2005 年では甲幅 38mm 前後の資源

尾数が多くなっている。80mm 以

上の漁獲対象サイズにおいても若

干未最終脱皮個体が見られるが、

日本海での漁獲対象サイズに相当

する 90mm 以上ではほとんどが最
図 12.雌ガニの甲幅別資源尾数
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図 11.雄ガニの甲幅別資源尾数 
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さくなったが、昨年評価と同様の相関関係がみられた（図 16 左）。ずらす年数が 6 年の場

合には相関関係はみられない（図 16 右）。 

42～56mm のカニは 2 年後に漁獲加入すると考えられることから、漁期後に残存する漁

獲対象資源量の増減が 9 年後の加入に影響を与える可能性がある。これは、日本海のズワ

イガニがふ出後約 10 年で雌は成体となり、雄も 80mm 程度になること（尾形 1974）と

近い結果を示していると考えられる。 

 

（7）Blimit の設定 

前述のように再生産関係が不明なため、ここでは資源管理上の一つの目標（目安）とし、

再生産に影響を与えると考えられる雌の取り残し量を基準とおき、1997～2007 年におけ

る漁期後の雌漁獲対象資源量の最低値 280 トン（表 5）を Blimit とした。 

前述のような再生産関係が存在すると仮定した場合、雌の取り残し量の増減が漁獲対象

資源量に影響するのはおよそ 9 年後となる。したがって、雌の資源量が Blimit を下回る

ような場合、9～10 年前の資源状況も合わせた検討が必要と考えられる。それに加え、今

後の動向予測において、SSB<Blimit となる状態が連続すると予想される場合、何らかの

規制措置を提案する。 

 

（8）今後の加入量の見積もり 

①資源と海洋環境の関係 

浮遊期幼生の生残、着底海域への移送等に海流や水塊配置などが大きな影響を与えると

推測されるが、詳細については不明である。 

②調査船調査からの今後の加入量の仮定 

表 6 に各年の資源量調査から得られた加入前の資源尾数を、表 7 に加入前資源尾数から

図 16.加入前の資源尾数と漁期後の雌漁獲対象資源尾数の関係  
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N年漁期後の成熟雌資源尾数（千尾）

雄+雌:42-56mm 雄+雌:42-56mm

1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009

SSB
(トン）

283 388 852 461 282 520 468 546 455 545 598 196 536

表 5.漁期後の雌の漁獲対象資源量  
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とから 2010 年までの加入状況は、悪くないと考えられる（表 7、図 17）。 

雌の加入量については、甲幅組成の検討により加入前の甲幅範囲を 42～56mm（2 年後

に加入）、56～76mm（翌年に加入）として計算している。 

2007 年に加入する 2006 年の 56～76mm、2008 年に加入する 2007 年の 56～76mm は

多く（表 6）、これらの値と M=0.35 から推定した 2007 年と 2008 年の加入量は 6,047 千

尾、5,210 千尾と過去最高レベルになった。しかし 2008 年の漁獲対象資源量は大きく減少

した（表 4）。2008 年の加入量が過大推定であったか、漁獲加入前に大きく減少した可能

性があり、実態の把握と検証が必要である。なお、漁業者からの聞き取り情報では、2008

年漁期の資源量が大きく減少したという感じは受けていないとのことである。 

2009 年に加入する 2008 年の 56～76mm、2010 年に加入する 2009 年の 56～76mm は

それぞれ 4,086 千尾、4,209 千尾と 2006 年、2007 年から大きく減少したが、2005 以前と

比べて比較的高い値である（表 6）。2009 年の 56～76mm の資源尾数から推定した 2010

年の加入予定量は 2,966 千尾、2009 年の 46～56mm の尾数と M=0.35 から計算した 2011

年の加入量は 2,600 千尾であった。これは過去の平均加入量より多く、2007 年および 2008

年を除いた中では比較的高いことから、雌についても 2010 年までの加入状況は比較的良

好であると期待された（表 7、図 17）。 

 

（9）生物学的管理基準（漁獲係数）の基準値と漁獲圧の関係 

漁獲対象資源の加入量あたり漁獲量（YPR）と加入量あたり産卵親魚量（SPR）を求め、

F との関係を雌雄別に図 18 に示した。 

加入後の資源動態についてはコホート解析の前進法によって計算した。漁獲対象となら

ない小型個体も同じ F で漁獲され再放流されるが、このズワイガニ（再放流個体と称する）

が全て生き残る場合（100%生残）、半数が生き残る場合（50%生残）、生き残らない場合（0%

生残）を仮定して検討を行った。YPR については、漁獲量に放流後に死亡したと仮定した

漁獲対象外サイズの量を加えず水揚されたもの（漁獲対象資源）のみとした場合について

示した。前述のように、当海域においては雄では甲幅 80mm 以上、雌では成熟個体が漁獲

対象となるが、計算において年齢別選択率は一定とし、漁獲対象資源についてはサイズに

関係なく一定の漁獲圧が掛かると仮定した。 

漁業者よると脱皮後間もない甲の柔らかいズワイガニは再放流しているとのことであ

るが、実際に再放流される量や割合等は不明である。また 10～11 月のトロール調査にお

いて脱皮後間もない甲の柔らかい個体は少ない。したがって、漁獲され再放流される漁獲

対象サイズの甲が柔らかい個体は少ないと考え、漁獲された漁獲対象資源は全て水揚され

るものとして扱った。なお、太平洋北部海域における再放流個体の再放流後の生残につい

ても知見がないため、本報告中の資源量推定や動向予測では、再放流個体は全て生き残る

ものとしている。 

100%生残では、YPR は雌雄ともに F を高くすると次第に増加し、F=1 までの範囲では

次第に増加率が減少するが増加を続ける。 
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ズワイガニ太平洋北部系群に関する中期的管理方針は資源の維持若しくは増大であり、

現状の資源の維持を達成可能な漁獲シナリオに基づきABCを算定した。 

本系群については再生産関係不明、資源が中位水準で横ばい傾向であるため、ABC算定

規則 1-3）-（2）を適用してβ1=1として推定された2011年漁期（2011年12月～2012年3

月）の漁獲量をABCとした。 

 

2010年および2011年の漁獲対象資源量は以下のように推定される。 

 

2010年漁獲対象資源量：2009年漁獲対象資源量から2009年漁獲と2009年漁期までの

自然死亡を引いた値に2010年加入量を加えた値。 

 

2011年漁獲対象資源量：2010年漁獲対象資源量から2010年漁獲と2010年漁期までの

自然死亡を引いた値に2011年加入量を加えた値。 

 

表に示した2012年以降の漁獲量と漁獲対象資源量については再生産関係が不明である

ため、2012年以降の加入量として1998～2009年の加入量の平均値を与えて求めた値であ

る。現状の親魚量を維持するシナリオ（Fsus）では、2012年以降の加入量を過去平均値と

し、10年程度でSSBが470トンでほぼ安定する雌のFを探索的に求めた。雄のFは、2011年

の漁獲量の雌雄比を過去の平均的な値から1：1として雄の漁獲量を求め、それに対応する

雄のF値を2011年以降のFとした。 

なお、表の各シナリオの漁獲量および資源量の上段は雄、下段は雌である。 

これをみると雌を 2 割削減しつつ現状の漁獲量を維持する場合と現状の雌雄別漁獲量で

漁獲を維持した場合、2015 年の漁獲対象資源量は雄ではそれぞれ 3,226 トン、3,278 トン

と 2009 年の 2.7 倍程度となる。雌は 2015 年にはそれぞれ 1,106 トン、1,060 トンと 2009

年の 1.3～1.4 倍程度に増加する。 

雌の F を 2 割削減しつつ現状の漁獲圧 F=0.11（雄 F=0.09、雌 F=0.16）を維持した場

合、2015 年の漁獲量は雄で 246 トン、雌で 133 トンになり、2009 年と比較してそれぞれ

1.7 倍に増加し、漁獲対象資源量も雄 2,979 トン、雌 961 トンとそれぞれ 2009 年の 2.5

倍、1.2 倍となる。 

現状の雌雄別漁獲圧（雄 F=0.08、雌 F=0.20）を維持した場合、2015 年の漁獲量は、雄

で 213 トン、雌は 152 トンと 2009 年と比較してそれぞれ 1.5 倍、2 倍に増加する。漁獲

対象資源量も雄 3,072 トン、雌 901 トンとなる。現状の親魚量を維持する F（Fsus）を維

持した場合、2015 年漁獲量は雄が 268 トン、雌は 179 トンで雌雄それぞれ 2009 年の 1.9

倍、2.3 倍となる。漁獲対象資源量は雄で 2,916 トン、雌は 815 トンで 2009 年のそれぞ

れ 2.4 倍、1.0 倍となる。 

1996～2009 年のトロール調査結果から推定された漁期後の雌ガニ漁獲対象資源量は、

図 19 に示すように全体としてほぼ横ばい傾向、2001 年以降では平均の 470 トンよりやや

高いところで緩やかな増加傾向で推移している。表 8 に示したように各シナリオおよびそ

の予防的措置で 2010 年以降の SSB は、平均的な加入がある場合、過去の SSB の平均程

度かそれ以上の値が維持される。 
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漁獲シナリオ 管理基準 
漁獲量（トン） 

2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015

雌を 2 割削減しつつ現状の
漁獲量の維持 

Ccurrent 
（Cave 3-yr） 

143 198 136 136 136 136 136 
77 88 74 74 74 74 74 

雌を 2 割削減しつつ現状の
漁獲量の維持の予防的措置 0.7Ccurrent 143 198 95 95 95 95 95 

77 88 52 52 52 52 52 

現状の雌雄別漁獲量の維持 Ccurrent 
（Cave 3-yr） 

143 198 117 117 117 117 117 
77 88 93 93 93 93 93 

現状の雌雄別漁獲量の維持
の予防的措置 0.7Ccurrent 143 198 82 82 82 82 82 

77 88 65 65 65 65 65 
雌 F を 2 割削減しつつ現状
の漁獲圧の維持 

Fcurrent:0.11 
（雄 0.09,雌 0.16） 

143 198 192 218 229 239 246 
77 88 134 133 133 133 133 

雌 F を 2 割削減しつつ現状
の漁獲圧の維持の予防的措
置 

0.7Fcurrent:0.08 
（雄 0.06,雌 0.11） 

143 198 137 159 169 178 185 

77 88 96 99 101 102 103 

現状の雌雄別漁獲圧の維持 Fcurrent:0.11 
（雄 0.08 雌 0.20） 

143 198 161 185 196 206 213 
77 88 163 159 156 154 152 

現状の雌雄別漁獲圧の維持
の予防的措置 

0.7Fcurrent:0.08 
（雄 0.05,雌 0.14） 

143 198 114 133 143 151 158 
77 88 119 120 121 122 122 

現 状 の 親 魚 量 の 維 持
（Fsus） 

Fsus:0.15 
（雄 0.10,雌 0.26） 

143 198 212 241 251 261 268
77 88 212 197 188 183 179 

現状の親魚量の維持の予防
的措置 

0.7Fsus:0.10 
（雄 0.07,雌 0.18） 

143 198 151 176 186 196 203 
77 88 155 151 149 148 147 

  資源量（トン） 

漁獲シナリオ 管理基準 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015

雌を 2 割削減しつつ現状の
漁獲量の維持 

Ccurrent 
（Cave 3-yr） 

1,203 1,672 2,309 2,697 2,893 3,076 3,226 
795 915 966 1,011 1,049 1,080 1,106 

雌を 2 割削減しつつ現状の
漁獲量の維持の予防的措置 0.7Ccurrent 

1,203 1,672 2,309 2,737 2,962 3,169 3,339 

795 914 966 1.029 1.082 1.125 1.161 

現状の雌雄別漁獲量の維持 Ccurrent 
（Cave 3-yr） 

1,203 1,672 2,309 2,715 2,925 3,119 3,278 
795 914 966 996 1,022 1,043 1,060 

現状の雌雄別漁獲量の維持
の予防的措置 0.7Ccurrent 

1,203 1,672 2,309 2,750 2,984 3,200 3,376 
795 914 966 1,018 1,062 1,098 1,128 

雌 F を 2 割削減しつつ現状
の漁獲圧の維持 

Fcurrent:0.11 
（雄 0.09,雌 0.16） 

1,203 1,673 2309 2,641 2,771 2,890 2,979 
795 915 966 963 962 961 961 

雌 F を 2 割削減しつつ現状
の漁獲圧の維持の予防的措
置 

0.7Fcurrent:0.08 
（雄 0.06,雌 0.11） 

1,203 1,673 2,309 2,696 2,870 3,026 3,146 

795 915 966 993 1,015 1,031 1,042 

現状の雌雄別漁獲圧の維持 Fcurrent:0.11 
（雄 0.08 雌 0.20） 

1,203 1,673 2,309 2,672 2,827 2,966 3,072 
795 915 966 938 921 909 901 

現状の雌雄別漁獲圧の維持
の予防的措置 

0.7Fcurrent:0.08 
（雄 0.05,雌 0.14） 

1,203 1,673 2,309 2,719 2,912 3,084 3,219 
795 915 966 975 982 987 991 

現状の親魚量の維持 Fsus:0.15 
（雄 0.10,雌 0.26） 

1,203 1,673 2,309 2,620 2,733 2,839 2,916
795 915 966 899 857 831 815 

現状の親魚量の維持の予防
的措置 

0.7Fsus:0.10 
（雄 0.07,雌 0.18） 

1,203 1,673 2,309 2,681 2,843 2,988 3,099
795 915 966 946 933 924 918 

※各漁獲シナリオの漁獲量および資源量の上段は雄、下段は雌。

前述のように漁獲対象資源量も変動を伴いつつ最近 5 年の傾向では横ばいで推移してお

り、2009 年漁期後の取り残し雌ガニ量が現状程度であれば資源は維持されると考えられる。 
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表 8.平均的な加入量の下での各シナリオおよびその予防的措置により漁獲を行ったとき
の SSB の動向 

漁獲シナリオ 管理基準 
SSB（トン） 

2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015
雌を 2 割削減しつつ現状の
漁獲量の維持 

Ccurrent 
（Cave 3-yr） 536 635 693 731 762 788 809 

雌を 2 割削減しつつ現状の
漁獲量の維持の予防的措置 0.7Ccurrent 536 635 711 764 807 843 872 

現状の雌雄別漁獲量の維持 Ccurrent 
（Cave 3-yr） 536 635 678 704 725 742 756 

現状の雌雄別漁獲量の維持
の予防的措置 0.7Ccurrent 536 635 700 744 780 810 834 

雌 F を 2 割削減しつつ現状
の漁獲圧の維持 

Fcurrent:0.11 
（雄 0.09,雌 0.16） 536 635 645 644 643 643 642 

雌Fを2割削減しつつ現状の
漁獲圧の維持の予防的措置 

0.7Fcurrent:0.08 
（雄 0.06,雌 0.11） 536 635 675 697 713 724 733 

現状の雌雄別漁獲圧の維持 Fcurrent:0.11 
（雄 0.08,雌 0.20） 536 635 620 603 591 583 578 

現状の雌雄別漁獲圧の維持
の予防的措置 

0.7Fcurrent:0.08 
（雄 0.05,雌 0.14） 536 635 657 664 669 673 676 

現状の親魚量の維持 Fsus:0.15 
（雄 0.10,雌 0.26） 536 635 581 539 513 497 486 

現状の親魚量の維持の予防
的措置 

0.7Fsus:0.10 
（雄 0.07,雌 0.13） 536 635 628 615 606 600 596 

 

（3）加入量の不確実性を考慮した検討、シナリオの評価 

 2004 年以降の加入は比較的高い水準と考えられるが、再生産関係が不明であり、加入

量変動や資源の増減に影響する要因等も明らかでない。このため 2011 年以降の加入動向

は推定できず、漁獲量のコントロールを将来につなげることが可能なシミュレーションは

行えない状態である。したがって加入量については、1998～2009 年の値からリサンプリ

ングして 1,000 回のシミュレーションを行った。ここでは 2015 年の漁期後の雌漁獲対象

資源量が過去の平均である 470 トンを上回る確率と Blimit の 280 トンを上回る確率によ

り各シナリオの評価を行った。 

雌を 2 割削減しつつ現状の漁獲量の維持（Ccurrent:Cave 3-yr）、現状の雌雄別漁獲量

の維持（ Ccurrent:Cave 3-yr）、雌 F を 2 割削減しつつ現状の漁獲圧の維持

（Fcurrent:Fave3-yr）の漁獲シナリオでは、2015 年の SSB が Blimit の 280 トンを下回

ることはほとんどない。SSB を平均の 470 トン以上に維持する確率も 80～92%と高い。 

現状の雌雄別漁獲圧の維持（Fcurrent:Fave 3-yr）、現状の親魚量の維持（Fsus）でも

Blimit を下回ることはほとんどないが、SSB を平均の 470 トン以上に維持する確率は、

それぞれ 70%、48%と低下している。 

各シナリオに対し予防的措置として、一定の係数αを掛けた F または漁獲量で漁獲し

た場合についても表に示した。 

シミュレーションに際しては、再生産関係を組み込んでいない数値を加入量としてい

るため、加入量変動についても不確実な部分が多い。このことから、αには標準値の

0.8 よりやや低めの値を採用し、α=0.7 とした。 
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漁獲シナリオ 
F 値 

（Fcurrent 
との比較） 

漁獲 
割合 

% 

将来漁獲量（トン） 評価 2010 年
ABC 

（雄,雌）
トン 

5 年後 
（雄,雌）

5 年
平均 

（雄,雌）

現状親魚 
量を維持 
（5年後） 

Blimit 
を維持 

（5年後）
雌を 2 割削減しつつ
現状の漁獲量の維持
（Ccurrent) 

0.07 
（0.06, 0.08） 

（0.6Fcurrent） 

6.4 
（5.9, 7.7）

209 
（135,74）

209 
（135,74） 92.2% 99.6% 209 

（135,74）

雌を 2 割削減しつつ
現状の漁獲量の維持
の予防的措置 

0.05 
（0.04, 0.06） 
（0.4Fcurrent） 

4.5 
（4.1,5.4）

147 
（95,52）

147 
（95,52） 96.5% 99.9% 147 

（95,52）

現状の雌雄別漁獲量
の維持 
（Ccurrent) 

0.07 
（0.06, 0.11） 

（0.6Fcurrent） 

6.4 
（5.1, 9.6）

210 
（117,93）

210 
（117,93） 86.5% 98.8% 210 

（117,93）

現状の雌雄別漁獲量
の維持の予防的措置 

0.05 
（0.04, 0.07） 
（0.4Fcurrent） 

4.5 
（3.6, 6.7）

147 
（82,65）

147 
（82,65） 99.3% 100% 147 

（82,65）

雌 F を 2 割削減しつ
つ現状の漁獲圧の維
持（Fcurrent） 

0.11 
（0.09, 0.16） 

（1.0Fcurrent） 

9.9 
（8.3, 13.8）

254-510
（172-329, 
82-181）

374 
（245,129） 79.9% 99.3% 325 

（192,134）

雌 F を 2 割削減しつ
つ現状の漁獲圧の維
持の予防的措置 

0.08 
（0.06, 0.11） 

（0.7Fcurrent） 

7.1 
（5.9, 9.9）

260-459
（176-300, 
84-159）

360 
（239,121） 98.4% 100% 233 

（137,96）

現状の雌雄別漁獲圧
の維持（Fcurrent） 

0.11 
（0.08, 0.20） 

（1.0Fcurrent） 

9.9 
（7.0, 17.0）

242-506
（150-287, 
92-219）

365 
（214,151） 70.1% 97.7% 325 

（161,164）

現状の雌雄別漁獲圧
の維持の予防的措置 

0.08 
（0.05, 0.14） 
（0.7Fcurrent） 

7.1 
（4.9,12.3）

187-379
（109-212, 

78-167

278 
（158,120） 84.6% 99.5% 233 

（114,119）

現状の親魚量の維持
（Fsus） 

0.15 
（0.10, 0.26） 

（1.3Fcurrent） 

13.0 
（9.3, 22.0）

290-614
（186-356, 
104-258）

440 
（265,175） 46.5% 91.7% 424 

（212,212）

現状の親魚量の維持 
の予防的措置 

0.10 
（0.07, 0.18） 

（0.9Fcurrent） 

9.3 
（6.6,16.0）

265-505
（145-274, 
120-231）

379 
（205,174） 92.2% 99.9% 306 

（151,154）

コメント 
・本系群の ABC 算定には規則 1-3）-（2）を用いた。 
・当該資源への漁獲は、資源量に対して少ない傾向にある。 
・2008 年に Blimit を下回った SSB は 2009 年には Blimit、過去の SSB の平均を上回った。
・年齢および再生産関係が不明なため 2011 年以降の将来予測時の加入量は、トロール調査で
得た 1998～2009 年の加入量をランダムに発生させた値を用いた。 
・シミュレーションの際、2010 年の漁獲量には 2009 年 F で求めた漁獲量を当てはめた。 
・将来漁獲量は 1,000 回のシミュレーション後の 2015 年の漁獲量を 80%区間で表示、5 年平均
には 2011～2015 年の平均値を示した。 
・評価は、維持する親魚量を漁期後の雌漁獲対象資源量（SSB）の 1997～2009 年の平均値
470 トン、Blimit を SSB の最低値 280 トンとし、1,000 回シミュレーション後、2015 年漁期後の
親魚量がそれぞれの数値を下回らない割合を示す。 
・中期的管理方針では、「資源の維持若しくは増大を基本方向として、安定的な漁獲量を継続で
きるよう、管理を行うものとする」とされており、上記の漁獲シナリオはこれに合致する。 
・「雌を 2 割削減しつつ現状の漁獲量の維持」の雌漁獲量は 2007～2009 年の平均値に 0.8 を
乗じた値、雄は 2007～2009 年の雌雄合計の平均値から雌の漁獲量を差し引いた値、F 値は
2011 年の値。 
・「現状の雌雄別漁獲量の維持」の漁獲量は 2007～2009 年の雌雄別の平均値、F は 2011 年の
値である。また、2011 年以降の雄と雌の漁獲量の比率は 2009 年と等しいと仮定した。 
・「雌 F を 2 割削減しつつ現状の漁獲圧の維持」の Fcurrent は 2007～2009 年の雌雄合わせ
た漁獲対象資源量と漁獲量から求めた値の平均、雌の F は 2007～2009 年の平均値に 0.8 を
乗じた値、雄の F は雌雄合わせた F の平均が Fcurrent とほぼ等しくなるような値を探索的に求
めたもの。 
・「現状の親魚量の維持」の Fsus は加入量を過去平均値として、10 年程度で SSB が 470 トンで
ほぼ安定する雌の F を探索的に求めた。2011 年の雄の漁獲量は雌の漁獲量と等しいと仮定し、
2012 年以降の雄の F を 2011 年と等しいとしてシミュレーションを行った。 
・漁獲割合は 2011 年漁期当初の漁獲対象資源量に対する漁獲量（ABC）の割合。 
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雌を 2 割削減しつつ現状の漁獲量の維持（Ccurrent:Cave 3-yr）、現状の雌雄別漁獲量

の維持（Ccurrent:Cave 3-yr）、雌を 2 割削減しつつ現状の漁獲圧の維持（Fcurrent:Fave 

3-yr）、現状の雌雄別漁獲圧の維持（Fcurrent:Fave 3-yr）の 4 つのシナリオについては、

予防的措置を取らない場合においても Blimit、SSB平均値を下回る確率が低いことから、

α=0.7 とした場合には 5 年後の SSB を平均値 470 トン以上に維持する確率は 100%近い

値となっている。予防的措置を取らない場合 Fsus では 5 年後の SSB を平均値 470 トン

以上に維持する確率は 50%未満であったが、30%漁獲圧を下げることにより、5 年後の

SSB を平均値 470 トン以上に維持する確率は 90%程度となり、Blimit の 280 トン以上

を維持できる確率はほぼ 100%となる。 

 

（4）ABC の再評価 

 
昨年度以降追加され

たデータセット 
修正・更新された数値 

2009 年漁期漁獲量 2009 年漁期漁獲量の確定 
2009 年甲幅別資源量 2009 年資源量確定、2010 年加入量確定、2011 年加入量見直し

 

 
評価対象年 

（当初・再評価） 
管理

基準 
F 値 

資源量

（トン）

ABClimit
（トン）

ABCtarget 
（トン） 

漁獲量

（トン）

2009 年（当初） 
Fave 
3-yr 雄 0.05 4,937 229 162 
Fave 
3-yr 雌 0.11 1,387 137 99 

2009 年（2009 年再評価） 
Fave 
3-yr 雄 0.05 3,215 161 114 
Fave 
3-yr 雌 0.11 584 58 41 

2009 年（2010 年再評価） 

Fave 
3-yr 雄 0.05 1,203 56 39 143

Fave 
3-yr 雌 0.11 795 79 57 77

2010 年（当初） 
Fsus 雄 0.06 3,820 205 136 
Fsus 雌 0.26 766 171 93 

2010 年（2010 年再評価） 
Fsus 雄 0.06 1,666 93 66 
Fsus 雌 0.26 915 199 146 

・2009 年 TAC 設定の根拠となったシナリオ：現状の漁獲圧の維持。 
・2009 年 ABC の再評価で用いた Fave3-yr は 2005～2007 年の F の平均値。 
・2010 年 TAC 設定の根拠となったシナリオ：現状の親魚量の維持。 

 

2009 年 ABC の再評価は漁獲シナリオ「現状の漁獲圧の維持」について行った。 

なお、Fave 3-yr については、平成 21 年度以前では F の平均期間を再評価年の最新のも

のに、例えば 2009 年（2009 年再評価）では、F の平均期間を当初の 2005～2007 年から

2006～2008 年に更新していた。今年度から、当初と同じ期間で F の平均を使うことにな

ったため、2009 年再評価の F は 21 年度報告書で用いた雄 0.05、雌 0.19 から雄 0.05、雌

0.11 と雌の F 値がやや下がった。これにより平成 21 年度報告書の 2009 年（2009 年再評

価）より若干数値が下がっている。 
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2009 年（2009 年再評価）では、（当初）で推定値を用いた 2008 年の漁獲量が確定され、

2008 年調査から推定した 2009 年加入量を用いて 2009 年の資源量を推定した。この値に

対する 2005～2007 年の雌雄別平均 F 値（雄 0.05、雌 0.11）による漁獲量を ABClimit

として示した。 

2009 年（2010 年再評価）では、2009 年のトロール調査から推定した 2009 年の漁獲対

象資源量に対する 2005～2007 年の雌雄別平均 F 値（雄 0.05、雌 0.11）による漁獲量を

ABClimit とした。 

2007 年のトロール調査結果で推定された 2009 年漁獲対象資源量は、雄が約 5,000 トン、

雌が 1,400 トンであったが、2008 年調査からの推定資源量は雄が約 3,200 トン、雌が約

580 トンと雌雄ともに減少した。このため ABClimit は雄 160 トン、雌 58 トンとなった。 

2009 年トロール調査から推定された 2009 年資源量は、雄が約 1,203 トンと当初の 4 分

の 1 に減少、雌は 795 トンと 6 割程度に減少した。これにより 2010 年再評価による

ABClimit は雄が 56 トンと当初の 4 分の 1、雌は 80 トンと当初の 6 割程度となった。 

2010 年 ABC については、漁獲シナリオ「現状の親魚量の維持」により再評価を行った。 

2010 年（2010 年再評価）では、2009 年の調査による 2009 年漁獲対象資源量と 2010

年加入量から、2010 年資源量を推定した。この 2010 年資源量に対して、当初と同じ F 値

（雄：0.06、雌 0.26）で漁獲した際の漁獲量を ABClimit とした。 

2009 年調査結果から計算した 2010 年推定漁獲対象資源量は、雄 1,666 トン、雌 915 ト

ンで、雄の資源量は 2008 年調査結果から計算した 2010 年資源量の 50%未満となった。

このため、雄の ABClimit は 93 トンと減少した。雌は 199 トンと増加したが、雌雄合計

では 292 トンに減少した。 

2009 年当初から 2009 年（2010 年再評価）、2010 年当初から 2010 年（2010 年再評価）

へ雄の ABClimit は大きく減少した。これについては、2009 年当初、2010 年当初の ABC

算出に用いた 2007 年および 2008 年の資源量推定値が、1～2 点の調査点で大量に採集さ

れたことの影響を強く受け、推定誤差が大きくなっていたことに起因すると考えられる（図

12）。特に雄については、2000 年、2007 年、2008 年を除いた各年の推定精度は比較的高

いと考えらられたが、2007、2008 年は推定誤差の範囲は大きく広がり（図 12）、漁獲対

象資源量、加入量推定値が過大となっていた可能性がある。 

2009 年の調査結果では、雌の漁獲対象資源の推定誤差はやや大きいが、雄の漁獲対象資

源尾数、雌雄の全資源尾数の推定誤差は通常の範囲に収まっており、当初と今後の再評価

時の推定値の乖離は小さいことが予測される。 

 

 6．ABC 以外の管理方策への提言 

甲幅 8cm 未満の雄ガニと腹節の内側に卵を有しない雌ガニの採捕の周年禁止等、規制

を徹底するとともに漁期（12 月 10 日～翌 3 月 31 日）以外の混獲を避けることが必要で

ある。加えて、漁期外の混獲および漁獲対象外資源の漁獲実態を把握し、再放流個体の生

残を高めることも重要である。また、ズワイガニの再生産に重要である雌ガニの保護策に

ついて検討する必要がある。特に、雌雄別の漁獲重量はほぼ等しいか雌が多い傾向があり、

漁獲対象の雌雄の体重差から、個体数レベルでは雌は雄の 2～5 倍多く漁獲されていると

推測される。今後、雌雄別の漁獲状況や資源状況に応じた雌雄別の ABC、TAC の設定を
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検討するべきである。 

当海域のズワイガニ漁業は他魚種の漁況や価格動向によってズワイガニ狙いの努力量

に変化が生じる。現在はスルメイカやマダラ、アカガレイ、ミズダコなど漁獲が比較的好

調で、これらの魚種へ漁獲努力が向けられているため最近年ではズワイガニ狙いの努力量

は少ないと考えられる。しかし、今後これらの資源状況が悪化した場合にズワイガニの重

要度が高まる事も想定され、ズワイガニ以外の重要種の漁獲減少を補うために高い漁獲圧

がかかる可能性もある。ズワイガニに加え、タラ類、カレイ類など他の重要魚種の資源動

向や漁獲状況にも注意を払い、適切な資源維持・増大方策を行うなど重要底魚類に対する

包括的な資源管理体制を確立する必要がある。 

太平洋北部系群のズワイガニは単価が低いという現実があり、これによって過度の漁

獲が避けられている皮肉な側面がある。漁獲量にある程度の規制を設ける一方で、漁業者

の収入増加を図るためには、単価の上昇が望まれるところである。単価低迷の一因として

雄の大型個体が少ないことがあげられる。日本海系群については、雄の甲幅制限は

90mm であるが、自主的に水揚サイズをより大型なものにするなど種々の規制が行われ

ている。甲幅 100mm 程度で殆どの個体が最終脱皮をしてしまう本系群では、甲幅の規制

サイズを大きくしてもその効果は低いと考えられるが、甲幅 80mm 以上でも最終脱皮に

至っていないハサミの小さな雄を再放流し、さらに脱皮・成長させることもひとつの方法

として挙げられる。これにより、単価が低いミズガニの混入が少なくすることによる単価

の上昇が期待される。あわせて需要の高い時期に絞った水揚やブランド化などの推進によ

り単価引き上げを狙う必要がある。 
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2．資源量計算方法 

調査船調査で得られたズワイガニの採集個体数、甲幅組成から面積―密度法により資

源量（尾数、重量）を推定した。トロール網の採集効率（Q）は、曳航式深海ビデオカメ

ラによる観察と着底トロールの漁獲試験の結果から 0.3 とした（渡部・北川 2004）。な

お、採集効率は袖網間隔内の生息尾数に対する漁獲尾数の比で示される。 

ズワイガニでは、最終脱皮後、成熟した雄ガニのはさみ（鋏脚）が大きくなるため、甲

幅とはさみの大きさの比から成熟・未成熟の判別が行える。また、雌では成熟すると腹節

が大きくなるため、腹節の大きさから熟度が判別可能である。 

これらの結果から、雌雄別体長別に資源尾数および重量を推定した。 

2011 漁期年の ABC の算出には、2009 年 10 月の資源量をもとに 2009 年漁期と 2010

年漁期の漁獲量を考慮して動向を予測する必要がある。 

2009 年漁期の漁獲量は 219 トン、2010 年の漁獲量については、雌雄とも 2009 年と同

じ F で漁獲した場合の漁獲量を当てはめた。 

ズワイガニの漁期は 12～3 月の 4 ヶ月である。ここでは近似的に 4 ヶ月の中間、すなわ

ち 2 月 1 日にパルス的な漁獲がある場合の以下の式を用いた。 

 

Nt+1=Nt*exp（-M）-Ct*exp（-5M/6） 

Ct=Nt*exp（-M/6）*（1-exp（-F）） 

ここである体長範囲内の 12 月 1 日の資源尾数を Nt、1 年後の資源尾数は Nt+1、漁獲尾

数は Ct、自然死亡係数は M、漁獲係数は F とする。 

また、漁獲係数は下記の式により計算し、自然死亡係数は脱皮後 1 年未満を 0.35、脱皮後

1 年以降を 0.20 と仮定した。 

 

Ft=-ln（1-Ct*exp（M/6）/Nt） 

 

ズワイガニの脱皮と成長過程を補足図 2 および 3 に示した。この図における甲幅の区分

は 2004年 10月の資源量調査結果で得られた甲幅別資源尾数に基づき行った。また、太平

洋北部海域における脱皮に関する知見がないため下記の条件を仮定した。 

・脱皮時期は 9～10 月で、甲幅 20mm 程度までは 1 年間に複数回脱皮するが、それ以降

最終脱皮まで毎年 1 脱皮する（桑原ほか 1995）。 

・雄ガニでは甲幅 56～74mm の最終脱皮前のものが翌年脱皮して 74～86mm になり、こ

のうち最終脱皮前のものがその翌年に脱皮して 86～98mm となる。86～98mm のうち最

終脱皮をしていないものはさらに翌年脱皮を行い 98～108mm になる。太平洋北部系群で

はここに至る段階でほとんどの個体が最終脱皮を行うため、120mm 以上の資源量は少な

い。 

・雌ガニについてみると、甲幅 56～76mm の最終脱皮前の個体は翌年全て脱皮して平均

甲幅 72.4mm の最終脱皮後のものになり、漁獲対象資源に加入する（補足図 3）。 

加入量については、ズワイガニ太平洋北部系群の再生産関係が明らかではないため次

のように扱った。 

ズワイガニ太平洋北部系群-30-

-508-







3．調査船調査の経過及び結果 

調査名：底魚類資源量調査 

調査期間：  

第一次航：2009 年 10 月 6 日～10 月 21 日 

第二次航：2009 年 10 月 23 日～11 月 8 日 

第三次航：2009 年 11 月 11 日～11 月 26 日 

水深 150～900ｍで合計 134 点での着底トロー

ルを実施。 

調査海域および調査点配置：補足図 5 参照 

 

4．モデルの検証 

太平洋北部系群では、10～11 月のトロール調

査で得られたその年の漁獲対象サイズの現存量

と翌年および翌々年の加入予定サイズの現存量

から 2 年先までの資源量を推定し ABC を算定

している。 

1997～2009 年のトロール調査データを用い

て、N 年のトロール調査から推定された漁獲対

象資源量（観測値）とその N-1 年および N-2 年

のトロール調査から推定された漁獲対象資源量

を元にして加入量、漁獲や自然死亡による減耗

を考慮して計算した N 年の漁獲対象資源量（以

下計算値）との比較を行い、その整合性につい

て検討した。 

雄では 2004～2006 年、2008 年、2009 年、雌は 2005～2008 年の観察値は計算値より

も小さい傾向が認められ、ABC 算定の基礎となる 2 年後の漁獲対象資源量が過大に見積も

られている可能性がある。しかし 2007 年については雄では観察値のほうが計算値より大

きくなった。雌雄ともに観測値と計算値のバラツキが近年は小さくなる傾向が認められ、

調査点数の増加、配分の変更、加入過程の改善の効果がみられていると考えられる。2008

年および 2009 年雌と 2009 年雄では、計算値のほうが大きくなるという傾向に変わりはな

かったが、観測値と計算値との差は大きくなった。（補足図 6）。 

次に 1997 年、1998 年および 1999 年の漁獲対象資源量を初期値として与えて、それ以

後、毎年の漁獲量と調査で得られた加入量を用いて計算した漁獲対象資源量推定値と各年

のトロール調査で得られた漁獲対象資源量を比較した（補足図 7）。 

雄では推定値の経年変化は 1997～1999 年のどの年を初期値にしてもよく似た傾向を示

しており、2003～2008 年は増加傾向である。推定された漁獲対象資源量にも、初期値の

年間で大きな差がみられなかった。2001～2007 年の観察値と推定値とに大きな差がみら

れなかったが、増加していた観察値は 2008 年に 2007 年とほぼ同じ値となり、2009 年は

半分以下に減少しことにより、観測値と推定値に大きな差が生じた。 

雌では、1999 年の漁獲対象資源量が高いことから、その後の推定値も 1999 年を初期値

補足図 5.底魚類資源調査海域 
および調査点配置 
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てはよく似た傾向となった。観測値は年変化が大きく、推定値の経年変化の傾向と異なっ

ている。2000～2006 年は観測値と推定値で変化の傾向は異なるが、数値の差は小さい。 

しかし、2007 年以降の推定値は増加しているが、観測値は推定値より低い値で増減して

おり、2007 年以降の数値の差は大きくなっている。 

 

5.加入状況の変化による資源動向と漁獲シナリオ 

ABC の算定においては、再生産関係が不明であることから、1998～2009 年の加入量を

与えてシミュレーションを行った。1998～2009 年の加入量をみると 1998～2002 年と

2003～2009 年で傾向が異なり、前者では加入量は少なく、後者では多くなっている。 

そこで、ABC算定に用いた漁獲シナリオについて1998～2002年程度の水準に低下した状

態が続く時について加入量を変動させてシミュレーションを行った。加入量が 1998～

2002 年程度の水準に低下し、この状態が続くとき、2008 年には雌の漁獲対象資源量が半

減したこともあり、各シナリオとも 5 年後に SSB の平均値である 470 トンを維持する確

率はほぼ 0 となる。 

現状の漁獲量の維持（全体量を維持しつつ、雌の漁獲量を抑える）、現状の漁獲圧の維

持（全体の F を現状に維持しつつ、雌の F を抑える）、現状の雌雄別漁獲量の維持、現状

の雌雄別漁獲圧の維持の 4 つのシナリオで、Blimit を維持する確率は 60～80%と比較的

高い値である。現状の漁獲圧の維持（全体の F を現状に維持しつつ、雌の F を抑える）の

シナリオは、80%の確率で Blimit が維持できる可能性がある。 

以上のことから、再生産関係が不明で将来的な加入が予測できない現状においては、

「現状の雌雄込漁獲圧の維持（全体の F を現状に維持しつつ、雌の F を抑える）」による

漁獲が望ましい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ズワイガニ太平洋北部系群-35-

-513-



補足表 2．2012 年以降の加入尾数に 1998～2002 年（加入が少ない期間）の数値をランダ
ムに与えたときの各シナリオによる 2011～2015 年の将来漁獲量および評価 

漁獲シナリオ 

F値 
（雄,雌） 

（Fcurrentと
の比較） 

漁獲
割合
% 

将来漁獲量（トン） 評価 2011 年
ABC 

（雄,雌）
トン 

5年後 
（雄,雌） 

5年
平均 

（雄,雌）

現状親魚
量を維持

（5年後）

Blimit 
を維持 

（5年後） 
雌を 2 割削減しつつ
現状漁獲量の維持 
（Ccurrent） 

0.07 
（0.06, 0.08） 

（0.6Fcurrent） 

6.4
（5.9, 
7.7）

210 
（135,74）

210 
（135,74）

4.5% 63.5% 
210 

（135,74）

現状の雌雄漁獲量の
維持（Ccurrent） 

0.07 
（0.06, 0.11） 

（0.6Fcurrent） 

6.4
（5.1, 
9.6）

210 
（117,93）

210 
（117,93）

2.4% 60.6% 
210 

（117,93）

雌Fを2割削減しつつ
現状の漁獲圧の維持
（Fcurrent） 

0.11 
（0.09, 0.16） 

（1.0Fcurrent） 

10.0
（8.3, 
13.8）

169-261
（117-171, 

52-90） 

214 
（144,70）

2.6% 82.0% 
325 

（192,134）

現状の雌雄別漁獲圧
の維持（Fcurrent） 

0.11 
（0.08, 0.20） 

（1.0Fcurrent） 

9.9
（7.0, 
17.0）

158-252
（102-149, 
56-103） 

203 
（124,79）

0% 65.4% 
325 

（161,164）

現状の親魚量の維持
（Fsus） 

0.15 
（0.10, 0.26） 

（1.3Fcurrent） 

13.0
（9.3, 
22.0）

187-305 
（127-187, 
60-118） 

244 
（156,88） 0% 26.5% 

376 
（205,171）

コメント 
・本系群の ABC 算定には規則 1-3）-（2）を用いた。 
・当該資源への漁獲は、資源量に対して少ない傾向にある。 
・2008 年に Blimit を下回った SSB は 2009 年には Blimit、過去の SSB の平均を上回った。

・年齢および再生産関係が不明なため 2011 年以降の将来予測時の加入量は、トロール調査で

得た 1998～2009 年の加入量をランダムに発生させた値を用いた。 
・シミュレーションの際、2010 年の漁獲量には 2009 年 F で求めた漁獲量を当てはめた。 
・将来漁獲量は 1,000 回のシミュレーション後の 2015 年の漁獲量を 80%区間で表示、5 年平均

には 2011～2015 年の平均値を示した。 
・評価は、維持する親魚量を漁期後の雌漁獲対象資源量（SSB）の 1997～2009 年の平均値

470 トン、Blimit を SSB の最低値 280 トンとし、1,000 回シミュレーション後、2015 年漁期後の

親魚量がそれぞれの数値を下回らない割合を示す。 
・中期的管理方針では、「資源の維持若しくは増大を基本方向として、安定的な漁獲量を継続で

きるよう、管理を行うものとする」とされており、上記の漁獲シナリオはこれに合致する。 
・「雌を 2 割削減しつつ現状の漁獲量の維持」の雌漁獲量は 2007～2009 年の平均値に 0.8 を

乗じた値、雄は 2007～2009 年の雌雄合計の平均値から雌の漁獲量を差し引いた値、F 値は

2011 年の値。 
・「現状の雌雄別漁獲量の維持」の漁獲量は 2007～2009 年の雌雄別の平均値、F は 2011 年

の値である。また、2011 年以降の雄と雌の漁獲量の比率は 2009 年と等しいと仮定した。 
・「雌 F を 2 割削減しつつ現状の漁獲圧の維持」の Fcurrent は 2007～2009 年の雌雄合わせ

た漁獲対象資源量と漁獲量から求めた値の平均、雌の F は 2007～2009 年の平均値に 0.8 を

乗じた値、雄の F は雌雄合わせた F の平均が Fcurrent とほぼ等しくなるような値を探索的に求

めたもの。 
・「現状の親魚量の維持」の Fsus は加入量を過去平均値として、10 年程度で SSB が 470 トンで

ほぼ安定する雌の F を探索的に求めた。2011 年の雄の漁獲量は雌の漁獲量と等しいと仮定し、

2012 年以降の雄の F を 2011 年と等しいとしてシミュレーションを行った。 
・漁獲割合は 2011 年漁期当初の漁獲対象資源量に対する漁獲量（ABC）の割合。 
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補足図 8.太平洋北部海域の海区区分 
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